

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
皆さま，こんにちは。芦屋市長のいとうでございます。
本日は，総合計画という10年後を見据えた計画ができたこともあり，そこでキャッチフレーズと定めた「ASHIYA SMILE BASE」をテーマとしてオープンミーティングを開催します。
お忙しいところご出席賜りまして心より感謝いたします。
さて，オープンミーティングを始めるにあたりまして，今回策定しました総合計画について，簡単にご紹介したいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず，総合計画とは何か，でございます。
総合計画とは，行政の最上位計画と言われる計画で，ほとんどの自治体で策定されている計画です。
市の最上位計画ということで，芦屋市では10年後の目指す姿を定め，それに行政がまちづくりを進めていくという指針であり，
福祉や教育，防災など幅広い分野で策定されている計画すべての指針となるものと言えます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
計画の策定は，平成30年度，2018年度から開始し，新型コロナウイルス感染症などの影響により，予定より遅れましたが，この度市議会の議決を経てようやく完成となりました。
その間，10年後の芦屋市を考えるに当たっては，アンケート調査をはじめ，市民と若手職員がともに将来の芦屋のことを考えるワークショップや，市内で活動している団体に対するインタビューを実施させていただきました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ワークショップや団体インタビューで出された意見として，
芦屋市のいいところとしては，「まちなみが美しい」，「自然が豊か」，「安全で治安がいい」，「知名度が高い」などでした。
逆にここはちょっと，というところは，「賑わいが少ない」，「財政状況に不安」，「地域内での移動が不便」というご意見をいただいています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アンケート結果では，様々な課題をいただいており，それぞれの解決が必要です。
しかしながら，総じて「市内で住み続けたい」と思っていただいている方が85％を超えており，他市と比較して多いのではないか，と考えております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一方で，日本全体として人口が減少しており，少子化の波が押し寄せてきています。
本市でもこれまで人口は増えてきておりましたが，平成27年をピークに，徐々に人口が減ってきています。
本市が独自に推計したところ，およそ40年後の2063年には65,000人を下回ると予測しています。
本市は転出よりも転入のほうが多い傾向にあるものの，亡くなられる方の数が生まれてくる子どもの数よりも，年を経過するごとにどんどん増えてきていることが理由です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さらに，昨今の新型コロナウイルス感染症が喫緊の課題であります。
ワクチン接種が進んでおりますが，ポストコロナを見据えた取組が求められます。
また，地球温暖化の進行や災害の激甚化が予想されており，南海トラフ巨大地震の懸念もございます。
一方，国のデジタル庁がちょうど今年の9月に設置されたところです。
デジタルトランスフォーメーションという言葉もよく聞くようになり，行政においてもデジタル技術を活用しながらサービスの変革が必要です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こういった，コロナも含めた現状も踏まえながら，市民の皆さまのお声や統計情報などをもとに，将来像を設定いたしました。
芦屋市が目指す10年後の姿を，「人がつながり　誰もが輝く　笑顔あふれる住宅都市」といたしました。
住み続けたいと思っていただいている方が多く，これは先人が築きあげてきた住宅都市としての芦屋市の良さの表れだと思っています。
一方で，人口が減る中であっても，一人一人が輝きながら笑顔があふれている，そんなまちにしていきたいと考え，将来像を定めました。
そして，キャッチフレーズを定めています。「ASHIYA SMILE BASE」がそれです。
これは，市民ワークショップで提案された言葉です。
ここには，笑顔があふれる市民みんなのホームタウンであってほしいとの想いが込められており，将来像をコンパクトに表現したものと考え，総合計画を推進していくためのキャッチフレーズとしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして，将来像を達成していくための基本的な方針として，持続可能な心弾むまちを未来へつなぐデザインをサブタイトルとする「未来の創造」を掲げています。
さらに「人のつながり」，「暮らしやすさ」，「資源」の3つを各取組にあたっての視点としています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この1つの基本方針と3つの視点を，総合計画における基本的な理念として取組を進めていくことで，
10年後にはさらに笑顔があふれるまちになっていくよう取り組んでまいります。
今回策定いたしました，第5次総合計画の一部，「基本構想」部分についてご紹介させていただきました。
本日のオープンミーティングでは，今後の10年間を見据えてお話することで大変有意義なものになると考えています。
短い時間ではございますが，どうぞよろしくお願いいたします。
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